
場所：東海大学代々木キャンパス ４号館 ４４１４教室

July 12, 2025 Sat.

東海大学放送研究部 OB 会

第１９回 定期総会
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   進め希望の星仰ぎ

    我等が行くてここにあり

作詞：松前重義

作曲：信時 潔

作詞：松前 重義

作曲：松前 紀男



~ 1 ~

15:00～16:00 総 会 議 事 次 第
会員状況報告   

第１号議案 2024 年度 事業活動報告の件    

第２号議案 2024 年度 決算報告・会計監査報告       

第３号議案 「東海大学放送研究部 OB 会」解散の件

第４号議案 解散後の残務整理について

開会あいさつ

会長挨拶 坂代 一郎

【 議  事 】

会員状況報告

【 2023 年度／2024 年度 会員状況 】

人  数 備   考  

2023 年度 会員状況

期首(2023 年度末)正会員 61 名

2024 年度期中新入会員 4 名

     期末会員数 65 名

退 会 会 員 13 名
2021 年度から 3 年間会費未納者(10 名)及び
連絡先不明(2 名)、及び退会申出(１名)

2024 年度末正会員数 52 名

第１９回定期総会の開催案内に対する回答 ・・・ 合計 32 通／61

《 出席 》・・・ 18 通 《 欠席 》・・・ 14 通 2025 年 7 月 10 日現在
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(1) 役員会の開催内容

① 第 1 回 役員会 2024 年７月 21 日（日） 15:30 ～ 17:30
   場 所： 銀座ルノアール 秋葉原電気街口店 第 2 会議室

      出席者：坂代、柏村、佐藤(貴)、橋本 （敬称略）      以上４名

     【主な審議内容】

・ 第 18 回定期総会総括

  中澤浩さん(1990 年卒)に講演された。中澤、大谷、中山、志牟田計 4 名が入会された

  現ホームページの内容、更新について検討した。

・ 2024 年度中の行事スケジュールを確認した

② 第 2 回 役員会 2024 年 10 月６日（日） 10:00～12:00
       場 所： Zoom オンライン

      出席者： 坂代、常田、柏村、山田、佐藤(邦)、橋本（敬称略）      

                                以上６名

   【主な審議内容】

   ・ 建学祭（現役激励訪問及び“ＯＢ会ラウンジ”開設について）

    ・ 建学祭後現役のスケジュールを確認し、コミュニケーションを密に行なえるようにする。

・ 会員の住所変更などのメンテナンスが難しい。

メールアドレスを含め、きめ細かくフォローする。

する

③ 第 3 回 役員会 2025 年 1 月 18（土） 16:30～18:30
     場 所： Zoom オンライン

出席者： 坂代、柏村、佐藤(邦)、佐藤(貴)、橋本（敬称略）

   以上６名

【主な議事内容】

・ 建学祭では OB 会ラウンジの開設、現役の仮設スタジオ訪問をした。

  ・ 例年なら 12 月で現 3 年は引退だが、引続き部活動をフォローしてもらうことを確認した。

   ・ ＯＢ会の解散について、会員の高齢化と共に OB 会への参加意識の変化がみられる。

・ 解散を具体的に検討してはどうか。

   ・ 次回定期総会で役員の改選期となるが、現役員の中で体調を崩し継続困難な役員が複数いる。

   ・ 解散を見据え、会費の徴収は 2024 年度までとし、2025 年度分の徴収は見送る。

   ・ 本日欠席の役員を含め、現役員の全員の意思を確認する。

④ 第 4 回 役員会 2025 年 5 月 11 日（日） 14:30～17:00
     場 所： Ｚｏｏｍオンライン

出席者： 坂代、柏村、佐藤(貴)、千葉、佐藤(邦)、橋本 （敬称略）

以上 6 名

【主な議事内容】

・ OB 会解散について、現役員の認識統一を確認した。

・ FM カオンで番組「東海じゃん」の放送が本年 3 月末をもって終了した。

・ 以降、現役は制作した番組をネット配信（Spoon）で行っている模様。

・ 定期総会までの活動予定を確認した。

第 1 号議案 ２０２４年度 OB 会事業・活動報告
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(2) 第 70 回建学祭（2024 年度）

① 放送研究部の仮設スタジオ訪問
日 時： 2024 年 11 月 1 日（木）12:00～14:00
場 所：湘南校舎 1 号館

橋本事務局長が訪問した。

天気には恵まれたものの、 建学祭全体の来訪客が

少なく、放送研究部が 1 号館 1C‐301 教室に設けた

仮設スタジオ訪れる人も少なかった。

訪れた時の現役の部員は、田代委員長。大熊 OB
連絡担当、横木部員、中島部員であった。

② OB 会ラウンジの開設
日 時： 2024 年 11 月 3 日(金) 11:00～15:30
場 所： 14 号館 409 教室  「OB 会ラウンジ」の開設。

・「ラウンジ」では茶・菓子を用意し、来訪した OB の皆様に気軽に寛いでいただける場所として

開設しているものです。

今回は借りられる場所の決定が遅かったことで、周知不足もあり、来訪者が少な目であったが、昔の

部活の様子などの話で和やかなひと時を過ごしました。

以  上
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項目 予算 実績 備考

　会　　　費

　2023年度末正会員　 220,000 152,500 61名×@2,500

2024年度新入会員 10,000 中澤浩（）、大谷哲也（）、志牟田美佐子（）、中山智()

雑収入

口座利息 23

寄付

収入合計 220,000 162,523

ＨＰ維持費 3,500 4,510

活動支援金（現役） 50,000 0 予算化したが、有効活用が出来ないとして辞退されたため未渡し

講師謝礼 20,000 20,000 中澤浩　様

通信費 30,000 10,416 郵便代他

会議費 35,000 27,088 ZOOM使用料他

消耗品費 10,000 8,399 プリンターインク，用紙他

交通費 15,000 0

懇親会補助 0 0

雑費 15,000 22,878 郵送通知料金、振込手数料、手土産代等

予備費 0 0

特別損失 115,000
　2021年度分以降の会費未納分を処理し、当該者12名は退会
扱いとする。

支出合計 178,500 208,291

49,000 -45,768

466,187 627,182

515,187 581,414次期繰越金

２０２4年度　会費収支決算書

自：2024年4月1日　　至：　2025年3月31日

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

当期収支差額

前期繰越金

第 2 号議案 2024 年度 決算報告及び監査報告の件
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2025 年 5 月 28 日

東海大学放送研究部 OB 会

会員 各位

会長 坂代 一郎  

東海大学放送研究部 OB 会の解散について（第１信）

当会は 2006 年に開かれた「創部 50 周年記念行事」を契機に、それまで”親睦会”であった OB 会か

ら、正式に役員を置き、会費によって運営する「東海大学放送研究部 OB 会」として発足しました。以来こ

れまで約 20 年運営されてきました。

過日(５/1１)に行われた第４回役員会で、昨今の状況の大きな変化のなかで、「OB 会」の役割や会のあ

り方を見直す時期に来ているのではないか、ということで議論を重ね、”放研 OB 会の解散”について次回

の第 19 回定期総会に議題として正式に提案することを決めました。（総会の開催日時は、6 月下旬又は

7 月上旬で調整中です。近日中にあらためてご案内致します。）

合わせて、会費の徴収を当面 2024 年度分までとし、来年度 2025 年度の請求を見送ることにしまし

た。 （会計年度は当年４月１日から翌年 3 月 31 日まで）

突然このような提案を聞かれて、驚かれた会員の方も多いと思いますが、下記のような諸々の状況を受

けての提案ですので、まずは受け止めた上でご意見を賜れば幸いです。

（この案内は郵送にて配布済みのものです。）

【放研 OB 会の取り巻く状況】

（１）会員数の変化（減少）

2006 年(H18)当初会員数 46 名でスタート。2015 年(H27)に“卒部生”は原則として全員 OB 会へ

加入するよう運用を改めたことで、会員数は順調に増加し 2019 年度に最高 127 名となりました。

しかしながら若い人たちの、放送研究部に対する帰属意識の変化もあり、”会員数”は増加しても、

入会金だけ納入されて、次年度から毎年請求しても会費が納入されない、いわゆる”名目会員”が増

えたため、会則（未納 3 年で資格を失う）を適用することにしました。2024 年度の会員数は 61 名と半

減しています。加えて、特にコロナの流行以降の最近の”卒部者”が激減しているので、当面漸減傾向

は続き、新規会員の増加はほとんど期待できる状況ではありません。

（２） OB 会々員の高齢化

当会会員の年齢層は、上は 80 歳台前半から 70 歳台の方を中心に、30 歳台までの方で構成されて

います。経年と共に構成会員も確実に高齢化しています。これまでに残念ながらお亡くなりになられた

第 3 号議案 東海大学放送研究部 OB 会の解散について
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り、ご高齢を理由に退会される会員がおられます。あるいは定年を迎え新たなステージを始められる方

もいます。それぞれのご事情で、定期総会のご出席いただけない会員も増えつつあります。

（３）OB 会役員の固定化・高齢化

現在の役員のほとんどは、2016 年に開かれた第 10 回定期総会選任され、2024 年度中まで、3
期 9 年務めてきました。今年開かれる第 19 回定期総会で役員の改選期となります。OB 会員の若い

層が増えないどころか減少しているなかで、新役員の選任、または若返りはほとんど望めません。

現在の役員のなかで、体調を崩していて継続がままならない方や、業務の都合などで役員会にな

かなか出席出来ない方がいます。今回の改選期にあたり、新しい役員の成り手を見つける見通しは

立っていません。

（４）新型コロナ以降の現役部活動

   2019 年からの新型コロナの流行は、現役の部活動への大きな影響を与えています。一時期休講が

続き対面での部活動が制限されるようになってからは、部員数が激減し、昨年 8 月現在で実働部員

は、3 年生が４名、2 年生が 0 名、1 年生が 2 名の合計 6 名だけという状況です。

   これまで主な部活動としては、FM カオン(https://fmkaon.com/)で毎週木曜日 20 時から１時間、

『東海じゃん』という番組を放送研究部が行っていました。しかし商業放送なので、番組制作にあたり、

著作権などの制約や用語の使い方の制限があり、思い通りの内容で制作出来ないことや、なにより部

員数の減少で番組制作の負担が重くなったため、残念ながら今年３月末で終了しました。

現在はネットの配信プラットホーム”Spoon”（ラジオ配信アプリ）を利用した番組制作と発信始めて

います。OB 会としての具体的支援は出来ませんが、今後も OB 各位におかれましても見守っていっ

ていただければ幸いです。

（５）放研 OB 会の解散に向けた手続き及び、解散後について

(5)-1 冒頭にふれたとおり、本年度（2025 年度）以降分の OB 会費の請求を見送ります。昨年度

（2024 年度）会計は本年 3 月末で締めていますので、2024 年度決算書を作成します。

本年４月 1 日以降分(2025 年度)の入金、経費支出（会議費、郵送等の通信費、交通費など）に

ついては、次回定期総会開催直前までの分で決算し、収支残金があった場合の処分案をまとめ

て、第 19 回定期総会に諮り承認をいただきます。なお、OB 会費を前納されている分について

は、2025 年度以降の前納分を当該会員に返金します。

解散によるホームページの閉鎖ほか、諸々の案件は処理の方法等がまとまり次第順次お知らせし

てまいります。

(5)-2 解散後は正式な「放研ＯＢ会」はなくなりますので、特に幹事役などを選任しません。

”卒部者”の氏名、卒業年度、住所が判っている人が約 380 名余りの名簿があります。中には、当

OB 会には未加入ですが、卒年同期又は近しい仲間が、身近な親睦グループとして随時集まりをも

っているグループもあるようです。これらは、正式な「放送研究部 OB 会」の存在は知りつつ、当会に

は加入しない、または加入してもらえないということがあるようです。
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こうした任意での集まりでも、放研で共に活動した”絆”、”スピリット”はこれからも受け継がれていく

ものと期待して止みません。

以 上

１. 残務整理の主な項目

イ  2025 年度分以降の前受預り金の当該者への返金

ロ  OB 会ホームページの閉鎖（プロバイダーとの契約解除・清算、保存すべき

                 データの選別・保管）

ハ  OB 会で管理している歴代部員名簿（約 380 名分の管理

ニ  これらに係る通信費、消耗品費、雑費等諸費用の支出・管理

ホ  関係先との各種折衝

へ  処理状況の会員の皆さまへのお知らせ。

ト  最終清算残金の有効活用の提案と処分

２.   残務整理担当者の選任

    橋本泰三郎（事務局長）、坂代一郎（OB 会会長）、佐藤 一（前事務局長）

    上記の３名で担当する

                    以上

第 4 号議案  解散後の残務整理について


